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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

（１）  露地夏秋キュウリ栽培のアーチを2重にし、外側をネットで被覆することによってアブラムシが媒

介するウイルスの感染を防ぐことができる。

（２）  本葉20葉期までの被覆により、この間の殺虫剤散布を省略しながらウィルスの初期感染が回避

できた。

（３）

 被覆によって茎葉は徒長・過繁茂傾向となり収量は低下するが、主枝摘心時（本葉30葉期）まで

に被覆を除去することで生育が回復し、総収量は無被覆栽培を上回る。

２ 期待される効果

（１）

 防虫ネット被覆によりアブラムシの侵入を物理的に防ぐので、栽培期間中の殺虫剤使用が３割

程度削減できる。

（２） 雹害、風害など気象災害の回避効果が期待できる。

３ 適用範囲

急性萎凋症が多発する地域や、ウイルス感染被害の大きい圃場で有効である。

４ 普及上の留意点

（１）  被覆に使用するネットは、１mm目合・透明の防虫用ネットとする。

（２）  被覆により内部の照度が低下するので、必要以上に被覆を継続しない。

（３）  強風で被覆がはがされないよう留意する。

（４）  ネット、支柱等被覆にかかる資材費は、約7.6万円/10a/年である。
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